
～私が考える現在の埋立処分の課題～
１）埋立廃棄物の性状変遷に伴う埋立の在り方
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１．はじめに
廃棄物処理処分は中間処理技術の発達と相まって大きく様変わりしている。
とくに、最近では廃棄物処理処分も量の対応期から質の対応期へと移行している。
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こうした状況の中で、本実験室において、これまで手掛けた「廃棄物処理処分」の
中で、関心を示している研究課題に関して整理した。

なお、本メモ（別添配布）は基礎的研究（大項目１～３）と設計段階で求められてい
る今日的課題（大項目４）に大別し、各々順不同に掲載したもの。
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【効率的研究の長期計画経緯】
西    暦 効率的埋立研究内容 埋立地名（埋立構造）

1970 好気性・嫌気性埋立の比較実験 八田埋立地（嫌気性埋立）
71 【好気性埋立が有効】

埋立廃棄物の変遷

有機物主体

気
72 久山埋立地（改良型嫌気性埋立）
73 好気性埋立の現場実験 今津埋立地（嫌気性～準好気性埋立）
74 現場では困難
75 【準好気性埋立概念（福岡方式）】 新蒲田埋立地（準好気性埋立）
76 準好気性埋立は好気性埋立と同程度の効果である
77 武節ケ浦埋立地（準好気性）
78 準好気性埋立の現場実験78 準好気性埋立の現場実験
79
80 【準好気性埋立は有効】
81
82 循環式準好気性埋立の実験　　（テーマ１）
83 （埋立地の環境汚染防止と早期安定化）
84
8585
86
87 　　　　埋立地浸出水の処理システム　　（テーマ２）
88 伏谷埋立地（準好気性埋立）
89 　　　　　　　埋立廃棄物中の変異原生調査　　（テーマ３）
90 　　　　　　　好気性・嫌気性埋立の比較実験　（テーマ４） 埋立地の跡地利用計画
91 　　　　　　　（埋立地の安全性の確認と安定化の指標作り）
92 福岡方式の海外移転

無機物主体

92 　　　　　　福岡方式の海外移転
93
94
95
96
～ 中田埋立地（準好気性）

2000 【長期的な廃棄物処理処分体系の策定】
～ ・焼却灰、飛灰の埋立特性

2007 ・埋立周辺環境のモニタリングシステムの開発
～ ・安全閉鎖と跡地利用　指定廃棄物

2011
～ 福岡都市圏南部埋立地（循環式準好気性）

2016 （松禱園・養護老人ﾎｰﾑ・救護ﾎｰﾑ開設）
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